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今月の紙面 
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鹿児島県南さつま市で砂の祭り『吹上浜砂の祭典』が 5 月に行われています。    

 

☆吹上浜砂の祭典が始まったのはいつ？ 

「吹上浜砂の祭典」は１９８７年（昭和６２年）に鹿児島県の南西部にある、 

加世田市の市民が、地元の美しい砂浜を生かして町おこしをしたいという 

思いから始まったイベントです。 

 

●
円

応
寺

 

 
通

称
「

河
童

寺
」

を
い

わ
れ

る
 

こ
の

寺
は

、
黒

田
官

兵
衛

に
よ

る
 

開
基

で
、

真
誉

上
人

の
開

山
。

黒
 

田
氏

が
福

岡
に

移
っ

た
後

も
細

川
 

氏
、

小
笠

原
氏

な
ど

歴
代

の
藩

主
 

に
大

切
に

さ
れ

て
き

ま
し

た
。

 

境
内

の
『

河
童

の
墓

』
は

黒
田

二
十

四
騎

の
ひ

と
り

、
野

村
太

郎
兵

衛
の

墓
と

も
い

わ
れ

て
い

ま

す
。

 

・
住

所
 

中
津

市
寺

町
９

６
１

-
２

 

 ●
中

津
城

 

官
兵

衛
は

、
高

瀬
川

（
現

中
津

川
）

の
河

口
を

巧
み

に
利

用
し

、
天

正
１

６
年

（
１

５
８

８
年

）

に
築

城
を

始
め

ま
し

た
。

堀
に

海
水

を
引

い
た

中

津
城

は
、

日
本

三
大

水
城

の
ひ

と
つ

に
数

え
ら

れ

て
い

ま
す

。
現

在
の

天
守

閣
は

、
昭

和
３

９
年

に
 

 

建
築

さ
れ

た
も

の
で

、
中

津
藩

最

後
の

藩
主

奥
平

家
の

甲
冑

や
古

文
書

な
ど

貴
重

な
史

料
が

展
示

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

・
住

所
 

中
津

市
（

二
ノ

丁
本

丸
）
 

   

 

旅
行

業
に

携
わ

っ
て

約
８

ヶ
月

は
経

っ
て

い
た

頃
だ

っ
た

と
思

い
ま

す
。

添
乗

回
数

も

７
回

ほ
ど

、
少

し
自

信
も

つ
い

て
き

た
頃

で

し
た

。
３

０
人

程
の

お
客

様
を

京
都

へ
ご

案

内
す

る
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

 

京
都

と
い

え
ば

金
閣

寺
を

は
じ

め
清

水
寺

や
平

安
神

宮
な

ど
歴

史
に

名
高

い
建

造
物

が

た
く

さ
ん

あ
り

、
社

寺
（

本
山

）
も

多
く

国

の
重

要
文

化
財

に
指

定
さ

れ
た

本
尊

や
諸

仏

も
秘

蔵
さ

れ
て

お
り

連
日

観
光

客
で

賑
っ

て

い
ま

す
。

 

そ
ん

な
行

程
も

終
え

京
都

駅
に

到
着

、
荷

物
の

整
理

も
で

き
、

お
客

様
を

ホ
ー

ム
へ

ご

案
内

し
ま

す
。

乗
車

口
は

１
４

号
車

で
、

小

旗
を

掲
げ

て
お

客
様

を
ホ

ー
ム

へ
誘

導
。

ホ

ー
ム

に
着

く
と

１
４

番
の

表
示

が
２

０
ｍ

ほ

ど
左

先
に

見
え

た
の

で
そ

こ
へ

ご
案

内
。

着

い
て

み
る

と
そ

の
先

２
０

ｍ
ほ

ど
に

も
１

４

番
の

表
示

が
あ

り
、

ま
だ

先
か

と
思

い
さ

ら

に
２

０
ｍ

ほ
ど

進
む

と
そ

の
先

に
も

１
４

番

の
表

示
…

。
何

の
疑

問
を

持
た

ず
ど

ん
ど

ん

と
進

ん
で

し
ま

い
、

２
号

車
乗

降
口

ま
で

来

た
あ

た
り

で
反

対
方

向
に

進
ん

で
い

る
こ

と

に
気

づ
き

（
実

は
１

４
番

線
と

１
４

号
車

を

勘
違

い
し

て
い

ま
し

た
）
、

ふ
と

後
ろ

を
振

り

向
く

と
、

振
分

け
し

た
荷

物
を

肩
に

担
ぎ

！

両
手

に
は

お
土

産
を

重
た

く
下

げ
、
額

に
汗

し
た

お
客

様
が
続

い
て

い
ま

し
た

。
 

 

瞬
間

、「
申

し
訳

あ
り

ま
せ

ん
！

！
こ
ち

ら

は
反

対
側

で
し

た
。

１
４

号
車

は
う

し
ろ
側

に
な

り
ま

す
！
」

と
私

は
大
声

で
叫

ん
で

い

ま
し

た
。

 

当
然

の
こ

と
な

が
ら
「

ば
か

や
ろ
う
～

！
」

の
怒

号
が
帰

っ
て

き
ま

し
た

。「
申

し
訳

あ
り

ま
せ

ん
！
」

何
度

も
何
度

も
お
詫
び

し
な

が

ら
１

４
号

車
の

乗
降

口
に

な
ん

と
か

到
着

、

冷
や
汗

が
た

ら
た

ら
落
ち

て
き

て
そ

こ
で

も

お
詫
び

の
繰

り
返

し
で

す
。

 

こ
れ

が
落
ち

着
く

ま
で

の
こ

の
間

（
ま

）

が
か

な
り
長

く
感

じ
ら

れ
、
忘

れ
る

こ
と

の

で
き

な
い

経
験

で
し

た
。（
新
幹

線
１

両
の
長

さ
は

２
５

ｍ
、

最
初

５
両

分
１

２
５

ｍ
戻

っ

て
１

４
号

車
ま

で
は

３
０

０
ｍ

ほ
ど

、
計

４

２
５

ｍ
を

荷
物

か
か

え
て
無
駄

に
歩

か
せ

た

こ
と

に
な

る
）

 

京
都

駅
を
出
発

の
頃

に
は

だ
い
ぶ
落
ち

着

き
予

定
の
時
刻

に
発

車
、
間

も
な

く
し

て
隣

席
の
幹
事

さ
ん

か
ら

、「
添

乗
員

さ
ん

気
に

し

な
く

て
い

い
よ

、
失
敗

は
あ

る
さ

！
次

か
ら

な
い

よ
う

に
頼

む
ね

！
」

と
慰

め
の
言
葉

を

頂
い

た
時

は
複
雑

な
想

い
で

し
た

。
道

中
車

内
で

は
こ

の
話

が
持
ち

き
り

で
列

車
は

ま
も

な
く

小
倉

駅
に

到
着

、
下

車
す

る
お

客
様

か

ら
は
｢
い

い
思

い
出
話

が
で

き
た

ば
い

。
ま

た

頼
む
ね
｣
の
言
葉

に
私

は
身

の
引

き
締

ま
る

お
も

い
で

お
送

り
し

ま
し

た
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
篠

原
 
寄

）
 

 

 
以
前

、
黒

田
官

兵
衛

に
つ

い
て

書
か
せ

て
頂

き
ま

し
ま

し
た

が
、
今

回
は

黒
田

官
兵

衛
ゆ

か

り
の
地

を
ご
紹
介

。
大

分
県

中
津
市

に
ク
ロ

ー

ズ
ア
ッ
プ

し
ま

す
。

 

 ●
合

元
寺

 

通
称

「
赤

壁
寺

」
と

い
わ

れ
る

こ
の

寺
は

、

天
正

１
５

年
（

１
５

８
７

年
）

、
黒

田
官

兵
衛

に
従

っ
て
姫
路

か
ら

中
津

に
来

た
開

山
空

誉
上

人
が

開
基

し
た

と
伝

え
ら

れ
て

い
ま

す
。

そ
の

後
、

中
津

城
内

で
宇

都
宮
鎮
房

を
討
ち

、
合
元

寺
で
待
機

し
て

い
た
従
臣

た
ち

を
殺

し
ま

し

た
。

そ
の
時

の
血

が
何
度
塗

り
替

え
て

も
染

み

出
て

く
る

こ
と

か
ら

、
つ

い
に
赤
色

に
塗

り
替

え
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

と
い
う

 

の
が

こ
の
赤
壁

の
由

来
と

な
っ

て
 

い
ま

す
。

寺
の
庫
裏

の
柱

に
当
時

 

の
刀
傷

が
残

っ
て

い
ま

す
。

 

・
住

所
 

中
津

市
寺

町
９

７
３

 

●
西

蓮
寺

 

 
開
期
・

光
心
師

は
俗

名
を
「

黒
田
市
右

衛
門
」

と
い

い
、

黒
田

官
兵

衛
の
末

の
弟

で
す

。
父

黒
田
職
隆

の

逝
去

に
伴

い
、
出

家
し

た
と

い
わ

れ
、

官
兵

衛
を
慕

い
中

津
に

移
り

、
天

正
１

６
年
（

１

５
８

８
年

）
に
当

寺
を

開
山

し
ま

し
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
・

住
所

 
中

津
市

９
９

８
 

ど
ち

ら
か

と
言
う

と
ビ

ー
ル
党

だ
っ

た
私

が
、

年
を

重
ね

、
い

つ
し

か
焼
酎

を
愛

す
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
 

と
こ

ろ
が
昨

年
、

も
の

す

ご
く
美
味

い
日

本
酒

に
出

会
い

ま
し

た
。

そ
の

名
も

「
獺
祭

（
だ

っ
さ

い
）
」
。
全

て
純
米

大
吟
醸

で
あ

る
こ

と
が
特
徴

で
、
ス
タ
ン
ダ

ー

ド
商
品

で
も

、
純
米

大
吟
醸

か
ら
ス
タ

ー
ト

し
ま

す
。

最

高
の
酒
米

と
い

わ
れ

る
山

田
錦

だ
け

を
磨

い
て
醸

し

た
純
米

大
吟
醸

！
獺
祭

の

専
門
バ

ー
が

あ
る

く
ら

い
 

人
気
沸
騰

中
 

で
す

。
 

 

大
河
ド
ラ
マ
放
送

中
！

 
黒

田
官

兵
衛
ゆ

か
り

の
地

を
 

 
ご
紹
介

！
！
一
面
右

上
 

吹
上
浜

 
砂

の
祭
典

！
！

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
一
面

左
上

 

添
乗
員

日
記

 
第

二
十
八
話
「

添
乗

業
務

に
過

信
は
禁

物
！

 

 
 

 
～
仕
事

に
慣

れ
た

頃
に
落

と
し
穴

あ
り
～
」
一
面

 
下

 

春
の
訪

れ
を
感

じ
さ
せ

る
和
歌

山
県

 
 

 
 

 
 

二
面
右

上
 

 
 

 
 

 
 

☆どんな砂像があるの？ 

毎年イベントテーマを決め、テーマに沿った砂像を作ります。今年のテーマ 

は『和んだふる ジャパン ～砂で描く日本の宝～』。会場内には巨大なお城 

をメイン砂像に、大小合わせて約 80 基もの砂像が並びます。砂像を作るのは、世界中から招く

招待作家(砂像制作のプロ)、地元有志グループ、地元小中学校の生徒たちです。また、砂像制作

には、地元のボランティア 1000 人以上が協力をしています。祭典は、迫力ある砂像の展示を

中心に、音と光のファンタジーやさまざまな体験イベント、地元物産販売、地域資源を活用した

広域イベント、スタンプラリーなど、様々な企画が盛りだくさんです！！  

               

 

 

 

●開催日時 

2014 年 5 月 2 日(金)

～5 月 31 日(土) 

◎会場 

丘の杜きんぽう内 

特設会場 

＊鹿児島中央駅より会場

直行バスあり。 

◎お問いあわせ 

TEL：0993-53-2111

（吹上浜砂の祭典実行 

委員会） 
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株式株式株式株式会社旅会社旅会社旅会社旅ランドランドランドランド本社営業所本社営業所本社営業所本社営業所 

（一社）全国旅行業協会 保証会員 

（一社）福岡県旅行業協会 正社員  

福岡県知事登録旅行業第２－５２８号 

〠822-0027 

福岡県直方市古町４番９号 

TEL:0949-29-7777 

FAX:0949-29-7778 

営業時間 9:30～18:00(平 日) 

      9:30～14:00(土曜日) 

   

第
９

回
目

は
、

直
方

地
区

に
あ

る
、
【

あ
お

い

工
房

】
さ

ん
、
【

貴
宝

石
岩

盤
浴

 
和

み
の

癒
】

さ
ん

、
田

川
地

区
に

あ
る

【
麺

処
 
弁

天
】

さ
ん

で
す

。
 

 【
あ

お
い

工
房

】
さ

ん
は

様
々

な
 

形
・

色
を

し
た

ス
テ

ン
ド

グ
ラ

ス
を

 

た
く

さ
ん

販
売

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
 

ス
テ

ン
ド

グ
ラ

ス
教

室
や

一
日

体
験

 

教
室

も
行

な
っ

て
い

ま
す

。
 

 【
貴

宝
石

岩
盤

浴
 

和
み

の
癒

】
さ

ん
は

『
貴

宝
石

』
と

い
う

天
然

石
の

岩
盤

浴
で

す
。

岩
盤

浴

で
ゆ

っ
く

り
と

・
・

・
日

頃
の

ス
ト

レ
ス

を
発

散

し
ま

せ
ん

か
★

☆
★

 

  
【

麺
処

 
弁

天
】

さ
ん

は
、

今
年

で
２

０
周

年

を
迎

え
ま

し
た

。
う

ど
ん

、
そ

ば
、

丼
な

ど
様

々

な
メ

ニ
ュ

ー
が

あ
り

ま
す

。
有

名
人

も
訪

れ
る

そ

う
で

す
。

運
が

良
け

れ
ば

会
え

る
か

も
・

・
・

？
 

    

各
店

舗
の

営
業

時
間

・
所

在
地

な
ど

は
、

 

旅
ラ

ン
ド

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
て

ご
確

認
 

下
さ

い
！

 

 

☆「記載事項変更旅券」という新たな方式のパスポート発給が開始されます！ 

パスポートの記載事項に変更があったときには、原則として新たなパスポートを 

申請して頂く必要がありますが、変更事項が氏名や本籍の都道府県名である場合は、 

現在「記載事項の訂正」を行うことが可能ですが、旅券法の一部改正に伴い、平成 

２６年３月２０日（木）以降、「記載事項の訂正」の制度が廃止され「記載事項変更旅券」とい

う新たな方式のパスポートの発給が開始されます。記載事項変更旅券は新しいパスポートの作成

と同様、申請から受取までに約１週間かかりますのでご注意下さい。 

＊「訂正旅券」と「記載事項変更旅券」との違い 

現在の「訂正旅券」は、申請者がお持ちの有効なパスポートの追記ページに訂正内容をスタン

プとタイプ印字により記載するものであり、顔写真のページや IC チップに記録された情報は変

更されません。導入される「記載事項変更旅券」は、申請時にお持ちのパスポートを返納し、そ

の返納したパスポートと有効期間満了日が同一となるパスポートを新しく発行するものであり、

訂正された内容は顔写真のページや IC チップにも反映されます。さらに、パスポートの所持人

自署も変更後の氏名での署名に変えることができます。 

和歌山県には春をイメージさせるものが沢山あるんです！ 

 

★紀三井寺（きみいでら） 

早咲き桜の名所として有名な紀三井寺。 

正式名は「紀三井山金剛宝寺護国院」 

境内には約 500 本の桜の木が植えられ 

ており、本殿前には開花宣言の目安とな 

る和歌山地方気象台指定の標本木があり 

ます。そのことから「近畿地方に春を呼 

ぶ寺」としても人気を博しており、「日本さくら名所百選」にも選

ばれている名刹です！ 

只、本殿まで行くのに 231 段の急な階段があり、参拝者泣かせ

の急坂となっています。ですが、この坂は、「結縁坂（けちえんざ

か）」と呼ばれているんです！ 

この人と結ばれたいという恋人がいらっしゃるなら、この坂を登

ると良いかもしれませんよ。 

あの有名な江戸時代の俳人、松尾芭蕉も、せっかく花見を期待

してきたのに、既に散り始めていた桜を仰いで、「みあぐれば 桜

しもうて 紀三井寺」と詠まれています。 

皆さんも、春を後悔しないように楽しまれて下さい！ 

国
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～
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シ
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国
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ら
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釣
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好
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ま
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。
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ラ
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流
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流
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か
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馬
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、
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本
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好
漁
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ダ
イ

ビ
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に
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な
 

ど
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大
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回
遊

魚
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旋
回

す
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あ
り

ま
す
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 対
馬

近
海

は
、

魚
影

の
濃

い
暖

流
と

プ
ラ

ン
ク

ト
ン

の
多

い
寒

流
が

ぶ

つ
か

る
好

漁
場

で
、

豊
か

な
海

の
幸

に
恵

ま
れ

て
い

ま
す

。
石

英
斑
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い
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を
熱

し
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い
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べ

る
「

石
焼

料
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」

や
小

粒
で

風
味
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強

い
独

特
の

味
わ

い
の

「
対

州
そ

ば
」
。

第
２

回

九
州
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当

地
グ

ル
メ

コ
ン

テ
ス

ト
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に
お

い
て

初
出

場
・

初
優

勝
の

快
挙

を
成

し
遂

げ
た
「

と
ん

ち
ゃ

ん
」
等

、

他
に

も
沢

山
の

美
味

い
も

の
が

あ

り
ま

す
。
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成

１
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年
度

全
国

新
酒
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福
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国

税
局
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評
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連
続

金
賞
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い

う
名
誉

に
輝

い
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「
白
嶽
（

し
ら

た
け
）
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や
麦

焼
酎
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に
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し
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ド
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珍

し
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ま
ね

こ
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絶
品
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旅の掲示板 「旅遊人倶楽部」  
 

 
旅

行
に
関

す
る

熱
い

思
い

！
・

感
動

！
・

ハ
プ

ニ
ン

グ
！

・
笑

い
！

な
ど

を
川
柳

に
し

ま
せ

ん
か

？
 

ど
し

ど
し
御
応
募

下
さ

い
！

 
短
歌

も
大
歓

迎
で

す
！

 

 

◆
 

ヒ
ュ

ル
リ

ラ
 
桜
舞

い
散

る
 
紀
三
井
寺

 

◆
 
南
高
梅

 
パ

ク
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と
一
口

 
最
高

ば
い

 

◆
 

お
花
見

は
 
京
都

で
決

ま
り

 
お

こ
し

や
す

 

 

続いて、桜と同じく春をイメージできるもので、「梅」がありますよね？  

和歌山県は、梅の収穫量がダントツで日本一！！ 

みなべ町・田辺市周辺には、あちらこちらに梅の木が植えており、花が咲く頃 

の景観は圧巻！訪れる方の中には、梅狩りを楽しまれるお客様もいるそうですが、 

「この梅はどうしたらええの？」と尋ねられ、困られる事もしばしば（笑） 

そして、和歌山県のブランド梅といえば、「南高梅」 

非常に大粒な果実は果肉が厚く大変やわらかい為、味や食感も大変優れ、梅の最高品種として重宝さ

れています。他にも、「桜」と名前がついた鯛、「桜鯛」といった春のグルメもございます！ 

是非、春を感じさせる和歌山県に行かれてみて下さい！ 


